
第 3 回 FTIC 研究会 

介護ロボットの倫理的課題 
2019 年 10 月 30 日(水) 

開場：13:30 開始：14:00 
会場：TKP 東京駅セントラルカンファレンスセンター 

参加費：2,000 円 (学生 1,000 円、ＦＴＩＣ会員の方は無料) 

 

地域包括ケアのための未来型テクノロジー研究会 Future Technologies for Integrated Care Research 

Network (FTIC)とは、現実に生活しているヒトの体の構造と機能、さまざまな職種で構成されている実際

の地域社会の複雑さをキチンと分かった上で動くインテリジェントテクノロジーはないものかと望む研究者

や実践家、自らの研究や事業を「本当の現実社会のなかで役立つものにしたい」と考えている ICT/ロボッ

ト研究者開発者や起業家との出会い、Research Network づくりを目指す新しい研究会です。 
 

一般社団法人ユニバーサルアクセシビリティ評価機構 HP よりお申し込みください。http://www.uaeo.or.jp/ 

 
TKP 東京駅セントラルカンファレンスセンター 〒103-0028 東京都中央区八重洲 1-8-16 新槇町ビル 

http://www.uaeo.or.jp/


第 3 回 FTIC 研究会内容（予定） 

 
司会進行： 植松一郎（東京都歯科医師会） 

尾林和子（日本福祉大学教授） 

開会挨拶 田島誠一 (YWCA ヒューマンサポート理事長) 

第一部   AI／ロボット・介護・テクノロジーと社会包摂について考える 

Exploring social inclusion: AI/robots, care and technology （14:05-15:25） 

ファシリテーター：小舘尚文（アイルランド国立大学ダブリン校教授） 

1. AI/ロボット・テクノロジー導入と倫理的課題 (14:05-14:35) –     樋口範雄／Norio HIGUCHI 

（東京大学法学部名誉教授・武蔵野大学法学部特任教授） 

2. 「エージング・イン・プレイス」を可能にするテクノロジー・デザインとは (14:40-15:10) –  

デイヴィッド・プレンダガスト／David PRENDERGAST 

（アイルランド国立大学メイヌース校科学技術社会論教授） 

 Q & As – discussions / 質疑応答およびディスカッション (15:10-15:25) 

 

 

第二部   Technology of the people, by the people, for the older people (15:40-17:00) 

座長：中坊嘉宏（産総研ロボットイノベーション研究センター） 

坂田信裕（獨協医科大学教授） 

開発最前線からの発信：コミュニケーションロボット・見守りシステム（予定） 

株式会社 NTT データ・富士ソフト株式会社・パラマウントベッド株式会社 他 

 

特別発言 川渕孝一（東京医科歯科大学教授） 

 

閉会挨拶  増山茂（東京医科大学教授） 

※事前に内容及び登壇者が変更となる場合がございます。ご容赦ください。 

 

主催 地域包括ケアのための未来型テクノロジー研究会 (事務局一般社団法人 UA 評価機構) 

後援 

日本福祉大学 

公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

社会福祉法人全国社会福祉協議会 

社会福祉法人東京都社会福祉協議会 

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会 

JKA 日本競輪オートレース協会 

※研究会終了後懇親会を行います。参加費は 5,000 円となります。よろしければご参加ください。 

 

お問い合わせ：FTIC 事務局（一般社団法人ユニバーサルアクセシビリティ評価機構事務局内：石井）info@uaeo.or.jp 

https://fticweb.blogspot.com/  

mailto:info@uaeo.or.jp
https://fticweb.blogspot.com/

